
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における７０才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月31日

更新年月日
令和7年 月　日

（　第１回　）

65.70

907.39

（備考）

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域）【更新前】2,019.30ha 2,019.05

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 1,754.85

②　田の面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【更新前】　1,860.43ha 1,860.23

③　畑の面積（果樹、茶等を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【更新前】　158.87ha 158.82

目標年度 令和１２年度

市町村名
(市町村コード)

栗原市

（０４２１３７）

地域名
（地域内農業集落名）

志波姫

17集落（宮中、山の上、里、新田、南、北、上、中、下、城内、町、十文字、荒町、橋本、熊谷、大平、間海）

　地域計画に位置付けられた農業者等による農地のゾーニングに関する協議を行い、協議が整ったエリアに
ついて随時目標地図を更新し、農用地の集団化、集約化を推進する。
 

現状の集積率 51.5 ％ 将来の目標とする集積率 78

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　志波姫地域は、早くから基盤整備事業を実施し、認定農業者や集落営農組織を中心に、水稲、大豆のブ
ロックローテーションに取り組むほか、ＷＣＳ用稲などの飼料作物や、園芸作物の作付けが行われている。
しかし、当該事業が完了しているものの、長い年月が経過し、水路などの施設が老朽化しているなど、農用
地の集約化などに支障をきたしている。
　また、本地域は、家畜の飼養頭数が多く、耕畜連携による水田を活用したＷＣＳ用稲などの飼料作物生産
や主食用米の化学肥料や農薬の低減による環境保全型農業の取り組みが行われており、今後もこの取り組み
を定着・拡大させていくことが必要である。
　なお、基幹的農業従事者のうち、７０歳以上の割合が５０％を超え、高齢化の進展により、遊休農地の拡
大が懸念されている。このため、集落全体の取り組みによる農地の維持・管理や、他地域からの新規参入者
の受け入れなど新たな担い手の確保が必要となっている。

　地域計画に位置づけられた農業者を中心に、水稲や大豆、飼料作物のほか、園芸や畜産との複合経営な
ど、多様な農業が営まれている地域であり、引き続き、農用地の集積、集約化の推進、スマート農業など先
端技術の導入や収益性の高い作物の導入などにより、生産性を高め、農業経営の安定に資する取り組みを推
進する。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

　地域計画に位置づけられた農業者を中心に、農用地の集積、集約化を図る。
　なお、地域農業の持続的発展には、地域全体で取り組む必要があるため、本計画に位置づけられていない
農業者についても、引き続き、本地域内で農業を営むことを妨げるものではない。

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標



以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組内容を記載してください）

３  農業者及び区域内の関係者が２の目標を達成するためとるべき必要な措置

（１）農用地の集積、集団化の取組

地域計画に位置づけられた農業者を中心に農用地の集積、集団化を推進する。

（２）農地中間管理機構の活用方法

⑥燃料、資源作物等 ⑦保全、管理等

【選択した上記の取組内容】

農作業の受委託については増加傾向にあるため、特定農作業受委託契約書の作成支援を行う。

①鳥獣被害防止対策 ②有機、減農薬、減肥料 ⑤果樹等

⑩その他

③スマート農業

⑧農業用施設

④畑地化、輸出等

⑨耕畜連携等

①農業者の意向を踏まえ、農地中間管理機構を活用した農用地の集積、集約化を推進する。
②農地中間管理機構の活用が進まない地域においては、改めて活用方法等について周知を行い、機構の活用
を推進していく。

（３）基盤整備事業への取組

①早期に基盤整備事業を実施した地域の中には、用排水路などの施設が劣化しているところがあり、再整備
が必要な状況となっている。よって、地域の意向などを踏まえ、必要に応じて再整備の検討を行う。
②多面的機能支払交付金を活用している地域では、水利施設や農道などの点検・管理のほか、老朽化に伴う
長寿命化対策を検討する。

（４）多様な経営体の確保、育成の取組

①認定農業者などの経営の安定化・発展を図るため、機械等の導入には国などの補助事業活用を進める。
②新規就農者については、国などの補助事業活用を進め、経営開始に必要な機械等の導入支援のほか、関係
機関と連携し、就農定着支援に取り組む。
③地域全体で担い手を育成していく体制を検討する。
④地域農業の持続的発展には、認定農業者などの農業者だけでは困難であることから、営農を継続する意向
の兼業農家、他地域からの新規参入者の受け入れなどにより、多様な農業者の確保、育成に努める。

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業体等への農作業委託の取組

①近年、イノシシなどによる農用地や農作物への被害が散見されることから、被害の未然防止対策を進め
る。
②国の「みどりの食料システム戦略」に基づき、持続可能な食料システム構築のため、環境負荷低減に配慮
した農業生産活動を推進する。
③高齢化や担い手の減少に伴う労働力不足を解消するため、水稲直播栽培のほか、スマート農業など先端技
術を導入し、農作業の効率化、省力化を推進する。
④水田活用の直接支払交付金に係る交付対象水田の厳格化により、畑地化促進事業の対象となる水田は、畑
地化による本作化を推進する。
④主食用米の国内消費は減少傾向にあることから、新たな市場の開拓に向け、輸出用米の取り組みを推進す
る。
⑦⑧多面的機能支払交付金及び中山間地域等直接支払制度を活用し、水路や農道など地域資源の適切な保全
管理を推進する。
⑨気候変動や社会情勢の影響により、飼料価格が高止まりしていることから、自給粗飼料の生産拡大や肥料
の経費節減のため、耕畜連携の取り組みを一層推進する。
⑩他産業並みの農業所得をめざし、収益性のある作物導入の検討を行う。



４　地域内の農業を担う者一覧（目標地図に位置付ける者）
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水稲＋繁殖牛＋施設園芸水稲＋繁殖牛＋施設園芸

属性
農業を担う者
（氏名、名称）

現状
６年後

（目標年度：令和 年度）

経営作目等 経営面積
作業受託

面積
経営作目等 経営面積

作業受託
面積

目標地図
上の表示

備考

認農 Ｊ５９ 水稲 4.2 水稲 4.2
認農 Ｊ６０ 水稲 4.2 水稲 4.2

認農 Ｊ１ 水稲＋大豆 126.6 水稲＋大豆 132.0

利用者 Ｊ５５ 水稲 4.3 水稲 4.3
認農 Ｊ５６ 水稲＋大豆 4.3 水稲＋大豆 4.3
認農 Ｊ５７ 水稲＋園芸 4.3 水稲＋園芸 4.3
認農 4.2 4.2

認農 Ｊ６１ 水稲 4.1 水稲 4.1
利用者 Ｊ６２ 水稲 3.8 水稲 3.8

認農 Ｊ２ 水稲＋大豆 57.6 水稲＋大豆 61.0
認農 Ｊ３ 水稲＋大豆＋施設園芸＋果樹 45.3 水稲＋大豆＋施設園芸＋果樹 46.0

認農 Ｊ６ 水稲＋大豆＋肥育牛 31.5 水稲＋大豆＋肥育牛 38.0
認農 Ｊ７ 水稲＋大豆 23.9 水稲＋大豆 23.9

認農 Ｊ４ 水稲＋大豆 39.5 水稲＋大豆 41.0
認農 34.1 38.0水稲＋大豆 水稲＋大豆

認農 Ｊ１０ 水稲＋大豆 17.3 水稲＋大豆 18.0
認農 Ｊ１１ 水稲＋大豆 17.9 水稲＋大豆 21.0

認農 Ｊ８ 施設園芸＋水稲 20.1 施設園芸＋水稲 20.1
認農 Ｊ９ 水稲＋繁殖牛 19.6 水稲＋繁殖牛 19.6

認農 Ｊ１４ 水稲＋園芸 12.5 水稲＋園芸 16.0
認農 Ｊ１５ 水稲＋大豆 12.5 水稲＋大豆 12.5

認農 Ｊ１２ 水稲＋大豆 17.3 水稲＋大豆 22.0
利用者 Ｊ１３ 水稲 13.9 水稲 13.9

認農 Ｊ１８ 水稲 11.2 水稲 15.0
認農 10.7 11.0

認農 Ｊ１６ 水稲＋大豆＋肥育牛 12.1 水稲＋大豆＋肥育牛 13.0
認農 Ｊ１７ 水稲 12.0 水稲 12.0

水稲 水稲

認農 Ｊ２２ 水稲＋園芸＋大豆 8.8 水稲＋園芸＋大豆 8.8
認農 Ｊ２３ 水稲＋園芸＋大豆 8.5 水稲＋園芸＋大豆 8.5

認農 Ｊ２０ 水稲 10.7 水稲 10.7
認農 Ｊ２１ 水稲＋園芸＋繁殖牛 10.3 水稲＋園芸＋繁殖牛 13.0

認農 Ｊ２６ 水稲＋大豆 7.5 水稲＋大豆 7.5
認農 Ｊ２７ 水稲 7.8 水稲 7.8

認農 Ｊ２４ 水稲 7.5 水稲 7.5
認農 Ｊ２５ 水稲 7.5 水稲 7.5

認農 Ｊ３０ 水稲＋果樹 7.3 水稲＋果樹 7.3
認農 7.3 7.3

認農 Ｊ２８ 水稲 7.5 水稲 10.0
利用者 Ｊ２９ 水稲 7.4 水稲 7.4

水稲 水稲

利用者 Ｊ３４ 水稲 6.1 水稲 6.1

認農 Ｊ３６ 水稲＋大豆 6.0 水稲＋大豆 6.0

認農 Ｊ３２ 水稲＋肥育牛 6.6 水稲＋肥育牛 6.6
利用者 Ｊ３３ 水稲＋園芸 6.5 水稲＋園芸 6.5

認農 Ｊ３９ 水稲 5.5 水稲 6.0
利用者 Ｊ４０ 水稲 5.5 水稲 5.5

利用者 Ｊ３７ 水稲 5.9 水稲 5.9
認農 Ｊ３８ 水稲 5.6 水稲 5.6

利用者 Ｊ４３ 水稲 5.3 水稲 5.3
認農 Ｊ４４ 水稲 5.2 水稲 5.2

利用者 Ｊ４１ 水稲 5.5 水稲 5.5
利用者 Ｊ４２ 水稲 5.4 水稲 5.4

認農 Ｊ４７ 水稲 5.0 水稲 5.0
利用者 Ｊ４８ 水稲＋繁殖牛 5.0 水稲＋繁殖牛 5.0

利用者 Ｊ４５ 水稲 5.2 水稲 5.2
認農 5.0 5.0水稲＋園芸 水稲＋園芸

利用者 Ｊ５１ 水稲 4.6 水稲 4.6
認農 Ｊ５２ 水稲＋牧草＋繁殖牛 4.5 水稲＋牧草＋繁殖牛 4.5

認農 Ｊ４９ 水稲 5.0 水稲 5.0
認農 Ｊ５０ 水稲 4.6 水稲 4.6

利用者 Ｊ５３ 水稲 4.3 水稲 4.3
認農 Ｊ５４ 水稲＋園芸 4.3 水稲＋園芸 4.3

Ｊ５

Ｊ１９

Ｊ３１

Ｊ４６

Ｊ５８

認農 Ｊ３５ 水稲 10.2 水稲 15.0
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水稲 水稲

水稲 水稲

水稲 水稲

3.0

利用者 Ｊ９６ 水稲 2.3 水稲 2.3
2.2

利用者 Ｊ９５ 水稲 2.3 水稲 2.3

認農 Ｊ８１ 水稲＋施設園芸 3.0 水稲＋施設園芸

水稲 2.0 水稲 2.0
利用者

2.1 2.1
利用者 Ｊ９７ 水稲 2.2 水稲
利用者

水稲 2.0 水稲 2.0

認農

1.3
認農 水稲＋園芸 1.2 水稲＋園芸 1.2
認農 水稲＋肥育牛 1.3 水稲＋肥育牛

2.1

認農

Ｊ１００

水稲＋繁殖牛 1.6 水稲＋繁殖牛 1.6

利用者 Ｊ９９ 水稲 2.1 水稲
利用者

1.1認農 水稲 1.1 水稲

認農 施設園芸 1.1

利用者 2.7 2.7
利用者 Ｊ８５ 水稲 2.7 水稲 2.7

利用者 Ｊ８２ 水稲 2.9 水稲 2.9
認農 Ｊ８３ 水稲 2.7 水稲 2.7

利用者 Ｊ８８ 水稲 2.6 水稲 2.6
利用者 Ｊ８９ 水稲＋園芸 2.5 水稲＋園芸 2.5

利用者 Ｊ８６ 水稲 2.7 水稲 2.7
認農 Ｊ８７ 水稲 2.6 水稲 2.6

認農 Ｊ９３ 水稲 2.4 水稲 2.4

認農 Ｊ９０ 水稲 2.4 水稲 2.4
認農 Ｊ９１ 水稲＋施設園芸 2.4 水稲＋施設園芸 2.4

認農 Ｊ９４ 水稲 2.3 水稲 4.0

認農 Ｊ９２ 水稲＋肥育牛 2.4 水稲＋肥育牛 2.4

利用者 Ｊ６３ 水稲 3.8 水稲 3.8

利用者 Ｊ６５ 水稲 3.8 水稲 3.8
利用者 Ｊ６６ 水稲 3.6 水稲 3.6

利用者 Ｊ６４ 水稲 3.7 水稲 3.7

認農 Ｊ６７ 水稲＋牧草＋繁殖牛 3.5 水稲＋牧草＋繁殖牛 3.5
利用者 Ｊ６８ 水稲 3.4 水稲 3.4

認農 Ｊ７１ 水稲＋酪農 3.3 水稲＋酪農 3.3
利用者 3.3 3.3

認農 Ｊ６９ 水稲＋繁殖牛 3.4 水稲＋繁殖牛 3.4
利用者 Ｊ７０ 水稲 3.4 水稲 3.4

利用者 Ｊ７８ 水稲＋園芸 3.1 水稲＋園芸 3.1

利用者 Ｊ７６ 水稲 3.2 水稲 3.2

利用者 Ｊ７３ 水稲＋園芸 3.3 水稲＋園芸 3.3
利用者 Ｊ７４ 水稲 3.2 水稲 3.2

認農 Ｊ７９ 水稲＋園芸 3.1 水稲＋園芸 3.1

認農 Ｊ７５ 水稲＋大豆 3.2 水稲＋大豆 3.2

利用者 Ｊ８０ 水稲 3.0 水稲 3.0

認農 Ｊ７７ 水稲＋牧草牛 3.1 水稲＋牧草牛 3.1

認農 水稲＋施設園芸 1.8 水稲＋施設園芸 1.8
認農 水稲＋施設園芸 1.8 水稲＋施設園芸 1.8

認農 水稲 1.9 水稲 1.9

水稲 1.1
利用者 水稲 1.0 水稲 1.0

認農 水稲＋野菜 1.7 水稲＋野菜 1.7

認農 露地・施設野菜 1.1 露地・施設野菜 1.1

Ｊ１０８
Ｊ１０９
Ｊ１１０

施設園芸 1.1

水稲＋肥育牛 0.8

水稲 1.0
認農 水稲＋露地・施設野菜 0.9 水稲＋露地・施設野菜 0.9

利用者 水稲 1.0 水稲 1.0
認農 水稲＋肥育牛 1.0 水稲＋肥育牛 1.0

酪農 0.8Ｊ１２０認農 酪農 0.8

利用者 繁殖牛 0.9 繁殖牛 0.9
認農 水稲＋肥育牛 0.8

繁殖牛 0.7
認農 水稲＋繁殖牛 0.7 水稲＋繁殖牛 0.7

Ｊ１２３
Ｊ１２４

水稲 0.7
認農 水稲＋施設園芸 0.7 水稲＋施設園芸 0.7

Ｊ１２１
Ｊ１２２

水稲 0.7
認農 水稲＋果樹 0.6 水稲＋果樹 0.6

Ｊ１２７
Ｊ１２８

繁殖牛 0.7
利用者 水稲 0.7 水稲 0.7

Ｊ１２５
Ｊ１２６

水稲 1.1

Ｊ７２

Ｊ８４

Ｊ９８

Ｊ１０１
Ｊ１０２
Ｊ１０３
Ｊ１０４
Ｊ１０５
Ｊ１０６
Ｊ１０７

水稲 0.5 水稲 0.5
牧草 0.4 牧草 0.4

Ｊ１１３
Ｊ１１４
Ｊ１１５
Ｊ１１６
Ｊ１１７
Ｊ１１８
Ｊ１１９

認農
利用者

認農 繁殖牛 0.7

認農 水稲 0.7

認農 水稲 1.0

Ｊ１２９
Ｊ１３０

認農 水稲 0.7

認農 繁殖牛 0.7

Ｊ１１１
Ｊ１１２



ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha
ha ha ha ha

５　農業支援サービス事業者一覧（任意記載事項）

６　目標地図（別添のとおり）

７　基盤法第22条の３（地域計画に係る提案の特例）を活用する場合には、以下を記載してください。

注１：「属性」欄には、認定農業は「認農」、認定新規就農者は「認就」、法人化を行うことが確実であると市町村が判断する
　　集落営農は「集」、基本構想水準到達者は「到達」、農業協同組合は「農協」、農業支援サービス事業者（農協を除く）は
　　「サ」、上記に該当しない農用地等を継続的に利用する者は「利用者」の属性を記載してください。
　２：「経営面積」「作業受託面積」欄には、地域計画の対象地域内における農業を担う者の経営面積、作業受託面積
　　を記載してください。
　３：農業を担う者に位置付ける場合は、できる限りその者から同意を得ていること。
　４：作業受託面積には、基幹３作業の実面積を記載してください。なお特定農作業受託面積は、作業受託面積に含めず、経営
　　面積に含めてください。
　５：備考欄には、農業を担う者として位置付けられた者に不測の事態に備えて、代わりに利用する者を記載するよう努め
　　てください。

番号
事業体名

（氏名、名称）
作業内容 対象品目

計 140経営体 1040.5 0 1106.2 0

利用者 繁殖牛 0.1 繁殖牛 0.1

注１：「農用地所有者等」欄には、区域内の農用地等の所有者、賃借人等の使用収益権者の数を記載してください。
注２：「うち計画同意者数」欄には、同意者数を記載してください。
注３：提案する地区の対象となる範囲を目標地図に明記してください。

農用地所有者等数（人） うち計画同意者数（人、％）

利用者 水稲 0.2 水稲 0.2
認農 水稲＋レンコン 0.3 水稲＋レンコン 0.3

水稲 0.3認農 水稲 0.3Ｊ１３１

Ｊ１３６ 養豚 養豚0.0 0.0
水稲 水稲

大豆＋飼料用米

大豆
大豆＋水稲
大豆＋水稲

大豆＋飼料用米

大豆
大豆＋水稲
大豆＋水稲

2.5

25.4
21.1
34.1
22.6

Ｊ１３２
Ｊ１３３
Ｊ１３４

15.0

28.0
21.1
34.1
22.6

Ｊ１３５利用者
認農
集
集
集
集

Ｊ１３７
Ｊ１３８
Ｊ１３９
Ｊ１４０


